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報告者：田島政幸 

 

社長室から会議室に席を移し、プロジェクターを利用しながら同社の生い立ちなどの説明を受

けました。また、住宅文化研究所金所長（女性・大阪市大梶浦研究所で博士号取得）も交え、当

方の各種質問に答えて頂きました。 

 

★ウリ管理㈱の生い立ち（盧 炳龍氏の説明） 

 勤務先の三星物産㈱はサイバービレッジモデルを起業化するために、１００％の子会社のベン

チャー企業・㈱ＣＶnet を設立した。社長は親会社から派遣されたが、私が副社長（ＣＯＯ）と

して実質的な経営業務を行っていた。 

 ウリ管理㈱はサイバービレッジの概念から始まったと言っても過言ではない。 

 ＣＶnet はサムソンが建築・販売した公団型マンション間のオンライン・ネットワークを張り

巡らせることで成立するビジネスである。この概念は私が慶応大学に留学中に、日本の不動産業

界を観察して気付いた。 

 当時の日本は、韓国のようにゼネコンがマンションを販売しているのではなく、デベロッパー

がマンションを開発・販売していたが、その内容をサムソン本社にレポートした。 

 その後、ＩＴ化の進展を踏まえ、各団地をＬＡＮで結ぶことがコミュニティの効率化を促進し、

豊富な情報が効率良く提供でき、加えてそれらは共有化できるシステムが考案された。しかしア

ナログやＩＳＤＮでは速度・容量の点で問題があるので、光回線の普及が必要あるなど相当の初

期費用を準備しなければならない。しかし、その課題はサムソンの力をもってすれば簡単に解決

できた。いわゆるサムソンが専用のサーバーを設置・管理すれば良いのである。そのうえサムソ

ンは労せずしてマンションの住人（区分所有者）とのネットワークが構築できのである。これが

サイバービレッジの基本的なコンセプトである。 

 しかしサイバービレッジはサムソン社内で高い評価を受けたが、反対にサムソンのブランド力、

資本力、人的バックアップなどが無い状態で構築することは不可能であることも分かった。とり

わけＣＶnet の事業展開を行っていく中で、韓国のマンション管理の遅れや問題が山積している

ことが、次第に明瞭になってきたのである。 

 このような環境の中で、私とその部下は、日本のように、また日本を凌駕するマンション管理

の実現を図ろうとしたが、なかなか親会社の理解を得ることができなかった。その時期からサム

ソンと私たちとの微妙なズレが生じてきた。そのズレは企業内部に起因するのではなく、韓国の

社会的・経済的なことに起因しているのである。 

 長い苦悩を経て、サムソンを飛び出て自分達で管理会社を起業化し、管理業界の革新を図る決

心を固めた。そのためにサイバービレッジ構想の実現が遅れても止むを得ない、先決すべきは管

理会社の確立である意思も仲間で固めた。 

 その結果サムソンを退職し、韓国のマンション管理の管理を促進した上で、サイバービレッジ

構想の実現を図ることになった。 

 

 当初はＭ＆Ａを通じて韓国最大の管理会社を造ろうとしたが、充分な自己資金を持たない私は

投資家を募らざるを得ず、彼らの力を借りて韓一、現代、新星の買収に成功した。その後、各社

を合併、商号変更してウリ管理が誕生したのである。同時に私たちは韓国Ｎｏ１管理会社の地位

を得たのである。 
今日のウリ管理のコンセプトはサイバービレッジ構想時から醸成できた。ベンチャー企業をお

起し成功させためにはサムソンに１００％の株を持たせてはいけなかった。社員にも持分を認め



なければ色々な面で軋轢が生じる。 

 

ウリ管理は順調に成長したが、利益を確保し持続的な成長を図るために、２００３年からはバ

ージョンアップしてグループウェアを開発した。これがなければ数多くのマンションを管理して

も価格競争や薄利多売の影響で企業の体力は消耗するばかりである。 

最初の買収会社には電話とファックスしかなかった。なぜか考えたが、まともな管理をしてい

なかったと思う。インターネットを利用しなければ業務ができないと感じてグループウェアを作

ったのである。 

その後、差別化とブランド力をつけるために「ＷＥＢＬＵＥ」を創った理由は、次の発展を目

指しているからである。 

 

★ビジョンとミッション 

ビジョン ： ＮＯ．１先進住居文化創造企業 

ミッション： 国家顧客満足度（NCSI）１位企業（共同住宅管理分野） 

（註）韓国ではマンション管理業界の認知度はマダマダ低い 

 

★重点目標 

 効率性が高く、高品質な管理サービスを提供するために専門化を進展し他社との差別化を図り、

ウリ管理のブランド力を高めることが必要である。 

 また、比較的高額な委託管理費を支払ってくれる管理組合の顧客満足度を向上し、メリハリの

ある管理サービスを提供することである。 

 

主要事業領域 

2007 トータル居住管理サービス 

共同住宅に対し、差別化したトータル（管理、施設、警備、清掃等）管理サービス提供 

最適化で効率的な管理システム開発及び運営 

2008 建築物施設管理サービス（ＦＭ） 

業務用ビル、病院、ホテル、リゾート、工場等その他の施設管理（ＦＭ）、警備、清掃管理サービス 

2009 警備、防災、清掃サービス 

Homeswell サービス運営による安全及び衛生管理 

１００％提供できるサービス。 

2010 管理運営リサーチ及びコンサルティング 

企画、設計で適用可能な共同住宅管理部門 

リサーチ及びサービス提案 

瑕疵及び苦情予約コンサルティング、長寿命管理 

システム提案など 

適せつな管理システム提案 



 

 

住商複合が韓国は多い。商業地区は住宅を建てられない。複合なら可能。商業地区は値段が高い高級地

域。便利だし、夜景も綺麗。 

Homeswell は「セキュリティやサービスを良くする」という意味。保安、防災。 

 

管理所長は住宅管理士。合併時は本社が２６名だった。 

このような仕事は製造業ではないしサービス業なので、もっと人に対する投資が必要と考える。利益が

あればもっと社員を雇いたい。いい人材を確保したい。 

 




